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「令和 7年度群馬県部活動改革セミナー開催」 

～ ～  地域スポーツクラブ活動の国や県の動向から、 

体制整備を進めるポイントを探る～ ～ 

【開催目的】 

県内市町村の行政及び中学校の関係者に向けて、全国・県の地域移行の状況や、実際に行われている部活動の地

域スポーツクラブ活動への移行の取組について情報発信し、関係者の理解を深め、各地域における地域スポーツクラ

ブ活動の体制整備及び地域展開の推進に寄与することを目的とする。 

 

【開催地と参加人数】 

 ◎太田市会場（７月１２日）３０名   ◎中之条町会場（７月２６日）１５名   ◎安中市会場（８月９日）１５名 

 

【スポーツ庁地域スポーツクラブ活動アドバイザーとして】 

①太田市会場 

３０人の参加者で、しっかりと部活動改革の本質、国や県の動向が伝わると感 

じた。参加者の発言に、「参加者が少なくてびっくりしている」とあったが、少人数 

だからこそ、お互いに意見交換できる貴重な時間を持つことができた。もっとピン 

ポイントに周知する方法を検討する必要があると感じる。 

時間も回数も多く必要となるが、リクエストがある地域には、いつでも訪問し話す 

ことが、最も周知できる近道だと感じた。 

②中之条会場 

参加者の属性や参加目的も様々だったことから、意見交換会を車座で行ったが、 

非常に有意義であった。少人数の集会は、部活動改革の本質がしっかりと伝わる 

機会になるので、今後もこうした活動を大切にしたい。 

③安中市会場 

少人数の集会は、部活動改革の本質がしっかりと伝わる機会になるので、今後もこうした活動を、繰り返し丁寧に 

行うことが必要であると感じた。 

中之条町会場では相撲協会関係者が、安中市会場ではｅスポーツ関係者とパラスポーツ関係者が参加したが、正 

しい情報だけでなく、繋がりを求めていた。また、自分の人生を豊かにするために、指導者になるための努力している 

方がいた。このような方々が、地域いることを知ることができたことは、大きなプラス要素であった。 

 

【セミナー３会場を通じて、スポーツ庁地域スポーツクラブ活動アドバイザーとして感じた事】 

参加者数が３会場ともに少なかったことは、周知方法等の課題が明確になった。しかし、少人数だからこそ、車座で 

意見交換が実施できるなど、お互いにリラックスして話すことができる利点もあった。 

部活動地域展開の最終目的は、「地域活性化」にあることを少人数であっても様々な立場の人達に伝えられた。ま 

た、群馬県推進計画の取組の基本方針の主語が、「生徒のみならず地域住民が」になっていることを、浸透するこ 

とができたのではないかと感じた。 

グンマ未来地域クラブ活動レター(第２１号) 
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【第２回実証事業ワーキンググループ会議開催】 

 令和７年 9 月 19 日（金）県庁 292 会議室において、標記の会議を開催しました。 

 会議において下記のような説明を行いました。 

1.令和 7 年度について 

    ①部活動の地域連携や地域スポーツ・文化クラブ活動に向けた環境の一体的な整備 

    ②地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業実施予定先 

    ③重点地域における政策課題への対応(トレーナー派遣・アスリート派遣について) 

2.令和 8 年度 概算要求のポイントについて 

3.地域スポーツクラブ活動体制整備事業 中間検査について 

4.地域文化クラブ活動体制整備事業 中間検査について 

 説明の後に情報交換、今後のシンポジウム日程等の紹介と質疑応答を行った。 

【重点地域における政策課題 ＜マルチスポーツ体験＞ 伊勢崎会場 ９月２３日】 

 

 

 

 

 

 

 群馬県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会会長の平林さんが理事長を務めている伊勢崎西部スポーツ

クラブが、9 月 23 日(火・祝日)に「伊勢崎西部スポーツクラブ★フェス 2025」を開催しました。 

「重点地域における政策課題 ① 多様なスポーツ体験の提供」として、カヌー体験、かけっこ塾、ボク

シング体験、フラッグフットボール、ボッチャ、ノルディックウォーキング、HipHop ダンス、手話ダン

ス、フラダンス、貯筋運動体験のマルチスポーツ体験ができる機会を創出しました。好天（曇り空で暑く

なく）に恵まれ、子どもから高齢者までが、体験を楽しんでいました。 

伊勢崎西部スポーツクラブは、活動して 18 年、「スポーツの見えるまちづくり」「スポーツで元気な

まちづくり」を理念に掲げています。今回の事業でマルチスポーツ環境を構築できる「地域スポーツクラ

ブ」という認知度が高まったように感じます。 

【重点地域における政策課題 今後の活動予定】 

①＜マルチスポーツ体験活動＞ 10 月 13 日（月・祝日） 

右のように、新町防災アリーナで開催します。誰でも参加できます。 

②＜マルチスポーツ体験活動＞ 12 月は沼田市にて開催予定です。 

③＜アスリート派遣事業＞と＜トレーナー派遣事業＞ 

県内大学等から派遣する事業を計画しています。 

④＜任意団体と法人の違い等についての研修会＞ 

12 月 19 日 吉岡町を会場に開催します。 

⑤＜シンポジウム＞ 11 月 3 日・4 日 

ドイツスポーツ指導者を迎えて開催する予定です。 

 

  

 

 

【 問い わ  】
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